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１．背景
《今回着目したこと》
自分がこれまでにもらった大量の名刺を、次の異動の際、もし後任にそのまま渡しても、役立ててもらえない・・・

３．改善結果

４．今後の展望
・既に広報課だけでなく、情報システム課など複数の部署で活用中

MS365内で完結しており、完全無料・セキュア・カスタマイズ可能な点を活かし、全学展開を目指す
・Outlookのアドレス帳との連携を検討

個人で保管していた名刺を「組織の知識資産」にする

かさばって
探しにくい

メモが無いから
引き継げない

でも手入力は
したくない問題点は

かさばって探しにくい

検索で一発！データでスッキリ！

メモが無いから引き継げない カテゴリとメモで知識継承！

でも手入力はしたくない
スマホで撮るだけ！
ほぼ修正の必要なし！
入力ミスも防げる！

２．アプリ開発

① ②

③⑤

④

スマホで登録
PCでデータ活用 撮影 AIの読み取り結果

《アプリのフロー》
①貰った名刺をスマホで撮影
②AIが読み取った文字情報が
アプリ側のフォームに戻る

③内容を確認・修正して登録
④名刺データの表示
⑤名刺データの検索・編集・削除

人との “つながり” を、次の人にも “つなぐ”
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